
実績紹介 
大阪府が公明党府議団の要望等を受け、実施した施策等を紹介します 

ウイルス性肝炎定期検査費用の助成はじまる 

2021.03 

大阪府は令和３年４月から肝炎ウイルスの感染を原因とする慢性肝炎・肝硬変・肝がん（治療後の経過観

察含む）の方が、定期的に受ける検査費用の自己負担分（一部）を助成します。 

肝炎ウイルス検査受検後の陽性患者を早期治療に繋げるとともに、ウイルス性感染患者等の重症化予

防を図ることを目的として、助成することになりました。（対象者・申請方法などは大阪府のホームページを

ご確認ください。） 

取り組み 
肝炎患者団体の方から相談を受けた内海久子議員（大東市・四條畷市選出）は２０１６年９月府議会の一

般質問で「遅れている大阪府の肝炎ウイルス対策」を取り上げ、国の重症化予防推進事業を活用した初

回精密検査と定期検査の費用助成を早期に実施するよう要望。１８年４月に初回精密検査の助成が実現

し、それ以降も会派として議会での質疑や知事要望などを行い、今回定期検査費用の助成制度ができま

した。 

公明党府議団は、肝炎患者の皆さんを支援するため、今後も肝炎対策の充実に尽力してまいります。 

 

 

概 要 
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